
る
が
、
私
は
逆
に
、
二
年
三
作
は
、
年
二
作
の
不
完
全
形
で
、
そ
の
意
味
で
、

二
毛
作
の
原
形
と
考
え
る
。
前
払
は
最
近
要
術
を
検
討
し
た
結
果
「
二
年
三
作
こ

そ
妥
術
の
推
賞
す
る
シ
ス
テ
ム
で
な
か
っ
た
か
」
と
い
う
疑
を
持
つ
様
に
な
っ

た
。
が
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
中
園
農
業
史
上
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
の
で
、

一
一
騎
自
設
を
検
討
し
て
稿
を
あ
ら
た
め
て
渓
表
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

以
上
私
は
失
艦
を
顧
み
ず
先
皐
の
力
作
に
封
し
て
妄
言
を
敢
て
し
た
が
、
繰

返
す
よ
う
で
あ
る
が
、
朝
時
者
長
年
の
労
苦
に
よ
っ
て
難
解
な
部
門
民
要
術
は
農

業
知
識
の
少
な
い
私
達
に
も
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
書
は
中
園

古
代
史
及
び
祉
舎
経
済
史
家
の
必
携
の
書
と
言
う
も
過
言
で
は
な
い
。

氏
は

「
要
術
研
究
の
如
き
庚
汎
未
聞
の
分
野
の
開
拓
は
、
ひ
ろ
く
世
間
同
率
の
協
力

に
依
ら
ぬ
ば
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
本
書
の
如
き
は
僅
か
に
そ
の
一
里
塚
に
す

ぎ
な
い
」
と
謙
遜
し
て
い
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
誇
者
の
皐
間
的
良
心
か
ら
出
た

言
葉
で
あ
っ
て
、
要
術
研
究
は
こ
こ
に
一
つ
の
金
字
塔
を
樹
立
さ
れ
た
も
の
と

言
、
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔
附
記
〕

文
中
で
ふ
れ
た
が
、
最
近
中
園
か
ら
、
石
盤
漠
氏
の
「
斉
民
要
術
近
棒
」
(
全

四
冊
、
う
ち
二
冊
一
傘
よ
り
六
谷
ま
で
既
刊
)
が
公
刊
さ
れ
た
。
本
書
の
解
稗

も
、
不
審
に
感
ず
る
所
も
あ
る
が
、
現
地
人
の
有
利
さ
を
渡
揮
し
た
優
れ
た
個

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

所
も
多
い
。

例
え
ば
捕
田
輿
賭
回
皆
傷
回
、
二
歳
不
起
稼
、
則
一
歳
休
之
を

「
二
年
つ
.つ
け
て
作
物
の
出
来
が
わ
る
い
と
一
年
休
関
せ
よ
(
一
八
頁
)
」
と
す
る

な
と
は
、
是
非
は
別
と
し
て
、
新
ら
し
い
注
意
す
べ
き
解
稗
で
あ
ろ
う
c

爾
書

を
併
議
す
る
こ
と
を
、
お
す
す
め
し
た
い
。

(
米
国

賢

衣

郎
)
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呂
田
申
告
岡
高
凶

P
E
a
s市
出

z包
囲
包
囲

s
z
g

vu『
関
・
阿
川
・
時
円
四
阿
》
巳

vrkp-z-SVMH向
田
(
合
帽
回
可
包
回

-ew
己申同
5
3・

5
g・
kp日
同
一
阿
+
明
言
句
唱
・
宮
内
田
骨
一
同
-
h
g
M
W
M
M
国・

イ
ン
ド
人
歴
史
家
に
よ
っ
て
最
近
執
筆
さ
れ
た
ム
ガ
ー
ル
帝
闘
史
概
読
書
の

一
つ
を
紹
介
す
る
。
著
者
同
州
・
司
・
、
吋
ユ
宮
仲
立
氏
は
ア
ラ
ハ

パ
l
ド

(ESE-

g
e大
皐
史
皐
科
前
主
任
、
現
サ
ウ
ガ
ル

(ωE宮
司
)
大
皐
副
総
長
の
地
位
に

あ
る
人
、

ω
O
B
m
〉印℃
m
n
g
o同
冨

5
z
g
〉円四日
5
2同門氏
-
o
P
5
8・
の
著
な

ど
を
通
じ
て
イ
ン
ド
・
イ
ス
ラ
l
ム
時
代
の
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

ム
ガ
ー
ル
帝
闘
史
の
概
説
書
と
し
て
は
、
既
に
英
図
人
史
家
に
よ
っ
て
編
ま

れ
た
有
名
な
吋
町
刊
の
白
Bσ

ュι同
市
呂
田
件
。
ミ

0
同

z
e
p
〈

orzJ
吋}岡市

宮
巳
岡
町
弘
司
2
5
ι
・
ゎ
回
目
耳
目
島
問

p
g勾
・
の
大
加
が
あ
る
外
、
吋
，
F
刊
の
回
目
白

σコ門日間四回一回件。ミ一
O
内同ロ門誌
P

叩門戸

σ『
国
・
出
-

U

O
品
毛
色
-
の
白
同
国
σEι
同巾

5
2
.
や
ま
た
獄
立
後
の
イ
ン
ド
人
の
書
い
た
も
の
と
し
て
〉
ロ
〉
号
曲
ロ
円
白
色

目
的
件
。
ミ
え

F
島田・

σ可
河
・
。
.
昌
三
ロ
ヨ
ハ
凶
白
子
出
・
。
・
岡
山
ミ

nvE島
町
ロ
ユ

hw

関白
Z
}
向日ロ宵白
H1
0
白骨

g
w
Nロ
島
町
【
凶
・
円
、
。
ロ
色
。
P

H

U

印0
.

同M
同
ユ
ロ
切
D
o
w
-
-
(℃-

A
F
N

印
同
・
)
に
そ
れ
ぞ
れ
ム
ガ
i
ル
時
代
史
が
含
ま
れ
て
い
る
し
、
ま
た
近
く
吋
宮
市

回
目
件
。
門
司
曲
ロ
品
。
三
Z
5
0ご
Z
E全
曲
口
問
V
2
1
0・
E
.σ可
河
の
.
ロ
両
副
]
ロ
5
・

色白吋

hw
〉・
0
・同》ロ

g-rR-
〈
O
-
-

〈
口
・
同
，
y
m
窓
口
同
町
回
二
w
自
立
『
巾
・
(
現
在
ま

で
に
〈
o--
円
〈
ー
ま
で
出
て
い
る
。
)
の
出
版
が
改
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
本
書

は
こ
れ
ら
の
ム
ガ
l
ル
朝
史
概
読
書
の
中
で
ど
の
よ
う
な
特
色
を
示
そ
う
と
す

る
の
か
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
本
書
の
ね
ら
い
は
今
一
つ
別
の
数
本
を
世
に
迭

出
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
大
ム
ガ
ー

ル
帝
園
史
を
そ
れ
に
興
味
を
抱
く
あ

ら
ゆ
る
人
々
の
た
め
に
最
新
の
研
究
、
調
査
に
照
し
て
再
読
す
る
こ
と
に
あ

る
」
(司
B
P
R
円
乙
)
と
。

即
ち
、
最
新
の
研
究
を
採
入
れ
た
こ
と
を
そ
の
特

色
と
す
る
と
言
う
。

著
者
は
叉
、
「
歴
史
記
述
の
精
髄
は
正
確
さ
に
あ
る
」
と

言
う
質
霞
主
義
的
主
張
か
ら
原
史
料
を
丹
念
に
精
査
し
て
可
能
な
限
り
忠
質
を

-119-
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期
し
た
こ
と
を
誇
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
こ
の
こ
と
は
歴
史
研
究
の
常
道
で
あ

る
へ
き
こ
と
で
あ
る
が
、

HZ大
な
こ
の
時
代
の
ベ
ル
シ
ヤ
語
・
ト
ル
コ
語
等
で

記
さ
れ
た
原
史
料
を
讃
み
抜
く
に
は
か
な
り
の
苦
労
(
有
利
な
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

史
家
に
と
っ
て
も
)
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
れ
に
は
相
蛍
の
敬

意
が
排
わ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
次
に
内
容
の
概
観
に
移
る
が
、
そ
の
目
的
を
果
す
に
は
本
書
の
章
分

け
を
眺
め
る
の
が
最
も
手
取
早
い
道
で
あ
ろ
う
。

。
古
田
同
比
-
H
切出
σ白
H-
一
口
、
H，y
m
F
D門
出
切
ヨ
岡
弘
『
巾
口
同
一
回
ロ
ヨ
同
可
ロ
ロ
一
日
〈

同，
F叩
ωmnoロ
向
日
〉
片
岡
『
回
同
口
明
日
立
お
一
〈

ω『巾円

ω
F回目
M
U
〈
H
F
E
S
ω
『
白
町
一

〈
ロ
回
円
巾
同
}
内
・
ロ
℃

a
s
m
ω
叩
noロ
仏
〉
釘
}
岡
田
ロ
開

B
同
比
門
町
一
〈
同
門
同
〉
}
内
σ同
司
包
冊

。
門
町
三
日
斗
町
内
w

何
冊
岡
市
ロ
ロ
回
、
一
回
}
門

ω同
『
口
問
問
】
叩
耳
目
件
伊
丹
y
m
z
o
E】洋司一

M

内門
U
O
ロ門戸

z
g
z
o同

K

戸田内
σ回
円
一
一
白
河
田
ロ
印
可
E

Z

U

O
同
冨
巾
若
田
「
一
出
円
〉

wσ
同可

。。ロ曲
O
E
色白同町曲一
M

門
口
問
〉

wσ
白
門
叶
江
口
出
H
U
Y
曲
一
凶
同
〈
何
回
芯
ロ
回
目
。
ロ

O
同
同
宮
市

何
百
円
比
『
巾
一
凶
〈
同
，
F巾
Umnn田
口
一
一
関
〈
一
-my同
ロ
岡
町
一
凶
〈
口
問
V

同
n
s
g
H
H
Oロ印日

甲
oロ
包
貧
困
M
g
z
m
H当
日
一
一
出
凶
岡
山
叩
σ
a
z
oロ印日

ω
Z
V
』
与
国
ロ
い
宮
田
町
田
σ但件

同
町
白
ロ
一
凶
〈
同
回
目

ω町曲目回一『同町釦ロ

U
M内凶

ωmnoロ
門
同
旬
開
回
曲
目
冊
。
同
同
町
巾
口
町
内
Hn白口

当
常
国
E
k
g
f
u内
出
、
H

，Z
d『同門
O
同

ωロ円
nm帥曲目。ロ・

の
二
十
一
章
か
ら
成
っ
て
い
て
、
パ
l
パ
ル
国
与
同
吋
(
同
日

NφI58)
に
始
り
、

シ
ャ

1
・
ジ
ャ
ハ
l
ン

ω宮田町
H
E
F白
HH(HmN申
l
H
g由
)
の
末
年
に
終
る
ぷ
ガ
ー

ル
朝
前
半
期
の
政
治
史
で
あ
る
。
取
扱
わ
る
べ
き
初
五
代
の
皇
帝
、
即
ち
パ
l

パ
ル
、
フ
マ

l
ュ
l
γ
、
ア
ク
パ
ル
、
ジ
ャ
ハ

l
ン
ギ

l
ル
及
び
シ
ャ

l
・
ジ

砂
ハ

I
ン
の
統
治
期
間
の
中
、
ア
ク
パ
ル
の
時
代
に
中
心
を
置
き
、
こ
れ
に
全

二
十
一
章
中
八
章
(
頁
数
に
し
て
全
五

O
四
頁
中
二
七
二
頁
)
を
あ
て
て
い
る
が
、

ま
ず
順
蛍
で
あ
ろ
う
。
第
一
章
で
は
中
央
ア
ジ
ア
の
チ
ム

l
ル

d
s
R
か
ら

読
起
し
、
バ
l
パ
ル
の
生
立
ち
、
北
イ
ン
ド
侵
入
に
至
る
ま
で
、
第
二
章
で
は

蛍
時
北
イ
ン
ド
を
領
有
し
て
い
た
ロ
デ
ィ

l
F
o
e
帝
国
と
の
封
立
抗
争
、
パ

l
ニ
パ
ッ
ト

E
H
H
e巳
の
舎
職
、
ラ

l
ナ
河
同
ロ
白
の
イ
ン
ド
数
園
と
の
封
職
、

第
三
章
で
は
バ

l
バ
ル
の
死
後
を
承
け
て
立
っ
た
長
子
フ
マ

l
ュ
l
ン
の
活
動
、

隣
邦
諸
園
と
の
角
逐
、
第
四
章
J
七
章
は
フ
マ
l
ュ
l
ン
の
敗
北
、
第
二
衣
ア

フ
ガ
l
ン
帝
闘
の
成
立
と
そ
の
崩
壊
過
程
、
第
八

J
一
五
章
は
ア
ク
バ
ル
の
治

世
。
パ
イ
ラ

l
ム
・
ハ

l
ン
回
目

-
5
5
照
宮
口
と
の
紛
争
、
彊
域
の
披
張
、

統
治
機
構
の
諸
問
題
、
第
一
六

t
一
八
章
は
ジ
今
ハ
l
ン
ギ
l
ル
の
治
世
を
、

第
一
九
章
以
下
で
は
シ
ャ
l
・
ジ
ヤ
ハ
l
ン
の
そ
れ
を
扱
っ
て
い
る
。

叙
述
の
態
度
は
表
題
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
ま
さ
し
く

z
E
8
2仏
司

mwz=

で
あ
っ
て
政
治
の
興
亡
を
述
ベ
る
に
終
始
し
、
今
日
の
史
皐
の
一
般
的
水
準
か

ら
言
っ
て
物
足
り
な
い
感
じ
が
強
い
の
は
否
む
べ
く
も
な
い
と
思
う
。
政
治
史

で
あ
っ
て
も
、
批
曾
・
経
済
・
文
化
の
諸
相
と
の
関
連
の
も
と
に
、
ま
た
支
配

者
側
か
ら
だ
け
で
な
く
被
支
配
者
側
か
ら
も
眺
め
る
工
夫
が
な
け
れ
ば
今
日
の

讃
者
の
納
得
を
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
の

史
料
が
帝
王
の
停
記
を
主
と
し
て
い
る
の
で
、
勢
い
支
配
者
中
心
の
政
治
史
に

お
ち
入
る
の
は
或
程
度
や
む
を
え
な
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
詳
細
な
政
治
事

件
の
設
展
経
過
を
知
る
に
は
従
来
の
ど
の
概
読
書
よ
り
も
克
明
に
記
さ
れ
て
い

る
の
で
そ
の
限
り
で
は
便
利
な
書
と
言
う

4

へ
き
で
あ
ろ
う
。
各
章
の
終
に
は
年

表
と
文
献
目
録
を
一
腹
備
え
て
い
る
が
、
も
う
少
し
詳
し
い
も
の
に
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
。
回
目
σユ
品
開
由
呂
田
件
。
ミ

O
片
岡
口
監
同
・
や
〉
号
釦
ロ
円
白
色
呂
田
円
。
『
可

。
同
宮
内
出
国
・
と
比
較
し
て
み
て
ム
ガ
l
ル
史
の
高
級
概
説
書
と
し
て
の
本
書
が

こ
の
殿
む
し
ろ
中
途
半
端
な
行
き
方
を
と
っ
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

本
書
は
鋭
い
問
題
意
識
に
乏
し
く
、
讃
者
の
期
待
を
裏
切
る
が
、
と
も
あ
れ

最
近
の
イ
ン
ド
人
の
書
い
た
ム
ガ

1
ル
史
と
し
て
我
々
が
注
意
を
排
う
債
値
あ

り

と

考

え

て

あ

え

て

紹

介

を

試

み

た

。

(

恵

谷

俊

之

)
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